






 

我々は数年来の研究で成人Ｔ細胞白血病リンパ腫(ATLL)の原因ウイルス HTLV-I が母乳に

より母親から児に感染する可能性を示し,この感染経路が HLTV-I の地域内流行の主役であ

ることを追究してきた。HTLV-I の母乳感染説は既にかなり浸透してきたが、科学的根拠を

確立し、実施上の数々の問題点を解決するには強力な研究の継続が必須である。 この方

面の研究は長年日本南西部の地方病であったATLLの発生とHTLV-Iの駆逐の可能性を有し、

単に科学として癌研究の進歩を期待できるのみでなく,直接国民の福祉に貢献する可能性

を有する。 


